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■
オ
リ
ッ
ク
ス
と
阪
神
の
優
勝
パ
レ
ー
ド
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
扱
い
に
腹
が
立
ち
ま
し
た
。

　
　

佐
藤　

栄
哲
さ
ん
（
大
阪
府
職
労
）

■
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
な
り
、
日
常
の
行
事
も
少

し
ず
つ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
。

　
　

南　

く
み
こ
さ
ん
（
貝
塚
市
職
労
）

■
（
紙
面
は
）
は
げ
み
に
な
る
内
容
が
多
く

「
非
正
規
で
も
が
ん
ば
ら
な
い
と
な
」
と
思
い

ま
す
。
私
の
係
は
職
員
が
１
人
と
会
計
年
度
任

用
職
員
が
３
人
で
す
。
事
務
や
窓
口
は
ほ
と
ん

ど
会
計
年
度
任
用
職
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
も
し
て
い
る
状
態
で
す
が
、

そ
れ
に
見
合
う
賃
金
や
待
遇
で
は
な
く
、
時
々

や
る
せ
な
く
な
り
ま
す
。
人
員
不
足
を
ど
う
に

か
し
て
ほ
し
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

峠
田　

江
里
さ
ん
（
富
田
林
市
職
労
）

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
中
、
い

ま
だ
に
マ
ス
ク
を
外
せ
ず
、
体
調
管
理
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
マ
ス
ク

を
は
ず
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
〜
! !

　
　

加
納　

佳
恵
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
「
月
日
流
れ
て
も
…
」
の
マ
ン
ガ
（
10
月
号

掲
載
）
が
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
納
得
で

き
ま
す
。
自
分
自
身
が
そ
う
だ
か
ら
…
。

　
　

高
杉　

加
代
子
さ
ん
（
貝
塚
市
職
労
）

■
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ガ
ザ
地
区
へ
の
侵
攻
、
す
ぐ
や
め
て
く
だ
さ

い
。
停
戦
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

今
泉　

政
信
さ
ん
（
枚
方
市
職
労
）

■
平
和
で
毎
日
が
顔
晴
れ
や
か
に
過
ご
せ
る
世

界
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
戦
争
が
な
く
な
り

ま
す
よ
う
に
。

　
　

濱
田　

優
子
さ
ん
（
吹
田
関
連
労
組
）

▼これが広島市の給食メ
ニュー（カレー、サラダ、
コロッケ）。大人気です

　

ワ
ク
内
に
今
年
２
０
２
４
年

の
エ
ト
（
タ
ツ
年
）
に
ち
な
ん

で
あ
ち
こ
ち
に
竜
の
イ
ラ
ス
ト

が
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
部
分

は
意
味
に
関
係
な
く
タ
ツ
ま
た

は
リ
ュ
ウ
と
読
み
替
え
て
く
だ

さ
い
。
ク
ロ
ス
を
解
い
た
の

ち
、
Ａ
〜
Ｍ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
を

答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

（
タ
テ
と
ヨ
コ
で
読
み
方
が

異
な
る
個
所
も
あ
る
の
で
ご
注

意
を
）

ヒ
ン
ト
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
み
ん
な

の
う
た
」
で
歌
わ
れ
た
冬
の
う

た
で
す

出
題
者
：
山
本　

汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

❶
頭
上
で
手
を
打
ち
合
わ
せ
る

喜
び
の
表
現

❷
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
得
ら
れ

る
満
足
感

❸
攻
撃
の
こ
と
。
激
し
い
○
○

○
○

❹
西
暦
６
４
５
年
、
○
○
○
の

改
新

❺
ぬ
す
び
と
、
悪
事
を
な
す

者
。
○
○
を
捕
ら
え
る

❻
♪
○
○
○
の
正
面
だ
あ
れ

❼
大
脳
よ
り
は
は
る
か
に
形
は

小
さ
い
ネ

10
二
つ
以
上
の
も
の
が
一
つ
に

な
る
こ
と

13
本
流
か
ら
分
か
れ
出
た
川

16
毎
日
１
枚
ず
つ
は
ぎ
取
っ
て

使
う
暦

18
電
気
の
流
れ
に
は
直
流
と
コ

レ
が

19
○
○
の
上
に
も
三
年

20
南
東
の
方
角
。
辰
と
巳
の
間

21
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
○

○
○
○
食
べ
る

22
一
度
に
大
量
に
降
り
積
も
る

雪
24
昼
間
に
対
す
る
語
。
○
○
○

中
学
、
○
○
○
営
業

25
マ
ウ
ス
で
ボ
タ
ン
を
カ
チ
ッ

と
押
す
こ
と

27
源
氏
物
語
を
著
し
た
の
は
○

○
○
○
式
部

29
80
歳
を
過
ぎ
て
も
お
○
○
○

○
で
何
よ
り

30
○
○
を
天
に
任
せ
る

31
な
が
れ
ぼ
し
。
○
○
○
○
○

群
34
魚
釣
り
を
す
る
人
。
腕
の
よ

い
釣
り
人

35
頭
（
か
し
ら
）
の
命
令
で
行

動
す
る
人
。
○
○
○
を
使
っ

て
お
ど
す

37
集
ま
り
。
音
楽
の
○
○
○

39
自
己
流
と
同
じ
意
。
自
分
勝

手
の
流
儀

40
○
○
を
ひ
い
た
の
か
寒
気
が

す
るヨ

コ
の
カ
ギ

❶
○
○
○
○
し
た
低
気
圧
が
台

風
に
変
わ
っ
た

❸
ま
だ
実
ら
な
い
稲
田
。
○
○

○
買
い

❺
資
本
金
を
増
加
す
る
こ
と

❽
川
な
ど
の
清
い
流
れ

❾
医
学
に
関
す
る
内
容
を
記
し

た
本

11
会
議
は
定
員
に
満
た
ず
○
○

○
○
○
と
な
っ
た

12
肉
と
ネ
ギ
な
ど
を
串
に
挿
し

た
カ
ツ

14
○
○
多
く
し
て
功
す
く
な
し

15
よ
し
あ
し
。
○
○
を
論
ず
る

17
し
つ
こ
い
説
教
で
耳
に
○
○

が
で
き
る

18
複
雑
に
入
り
混
じ
っ
て
見
通

し
が
つ
か
な
い
こ
と

20
注
意
。
服
装
に
○
○
○
○
す

る
。
○
○
○
○
点

21
雨
の
多
い
こ
と
。
高
温
○
○

22
都
○
○
府
県

23
ハ
ッ
ク
シ
ョ
ン
！
誰
か
噂
し

て
る
の
か
な

25
童
謡
で
黄
金
虫
が
建
て
た
物

と
は

26
で
ん
で
ん
む
し

28
あ
の
双
子
は
○
○
○
○
○
で

見
分
け
が
つ
か
な
い

30
横
綱
の
土
俵
入
り
に
は
不
知

火
型
と
○
○
○
○
○
型
が

32
○
○
○
誰
の
子
ス
ギ
ナ
の
子

33
角
の
○
○
○
○
○
で
ち
ょ
い

と
お
茶
で
も

36
桃
の
○
○
○
、
端
午
の
○
○

○
38
相
撲
取
り
の
こ
と
。
ひ
い
き

の
○
○
○

39
案
内
す
る
こ
と
。
バ
ス
○
○

○
、
○
○
○
ブ
ッ
ク

41
物
質
を
構
成
す
る
微
細
な

粒
。
素
○
○
○
○

42
停
滞
に
同
じ
。
物
資
の
○
○

○
○
○

43
著
作
物
が
売
れ
思
わ
ぬ
○
○

○
○
が
入
っ
た
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２

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、
メ
ー

ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
10
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一

言
は「
仲
間
の
声
」と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲

間
」
編
集
部

nakam
a@
osaka-jichiroren.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
29
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
２

４
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

10
月
号
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
２
３
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
イ
カ
リ

ト
ホ
コ
リ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら

ハ
ガ
キ
８
通
、
メ
ー
ル
43
通
合
計
51

人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ

ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
馬
迫
れ
い
か（
大
阪
府
職
労
）

▼
石
崎　

達
也（
岸
和
田
市
職
労
）

▼
隅
田　

真
衣（
藤
井
寺
市
職
労
）

▼
芝
崎　

隆
行（
枚
方
市
職
労
）

▼
黒
瀬　

健
宏（
吹
田
市
職
労
）

10月号の解答
「イカリトホコリ」
コマイ テチガイ
クツシタ カイシ
シリ イソ シツ
ヨ ホコウシヤ
ヒコウシキ タ

クツ バン コイ
リトウ キヨウリ
ヨウシツ ミカク

「
ひ
ろ
し
ま
給
食
ま
つ
り
」参
観
ツ
ア
ー

2023年11月19日

多
く
の
住
民
参
加
、楽
し
く
交
流
で
き
る
機
会

民
営
化
は
許
さ
な
い
人
員
増
を
勝
ち
取
っ
た

　

４
年
ぶ
り
リ
ア
ル
開
催
の
「
第
18
回
ひ
ろ
し
ま
給
食

ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
保
育
園
と
小
学
校
の
給

食
メ
ニ
ュ
ー
「
広
島
カ
レ
ー
」「
元
気
サ
ラ
ダ
」「
コ
ロ

ッ
ケ
」
を
試
食
。
16
種
類
の
調
味
料
で
愛
情
た
っ
ぷ
り

カ
レ
ー
は
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
収
集
作
業
員
の
「
ご

み
分
別
紙
芝
居
」、
保
育
所
調
理
員
の
「
食
育
紙
芝

居
」、
そ
の
他
に
も
、「
釜
ま
ぜ
体
験
」「
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
」「
豆
つ
か
み
・
ご
ま
す
り
体
験
」「
射
的
・
ヨ
ー

ヨ
ー
す
く
い
」
な
ど
、
商
店
街
の
協
力
も
得
て
住
民
が

楽
し
く
参
加
で
き
る
企
画
で
す
。

　

広
島
市
内
の
１
２
０
校
が
自
校
直
営
方
式
で
す
が
、
老
朽
化
を
理
由
に

民
設
民
営
の
大
規
模
給
食
セ
ン
タ
ー
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
給
食

ま
つ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
学
校
給
食
の
重
要
性
を
市
民
に
も
伝
え
る
と

共
に
、
人
員
増
の
要
求
で
６
年
ぶ
り
に
正
規
調
理
員
２
名
採
用
を
勝
ち
取

っ
て
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
直
営
方
式
を
「
伝
え
る
場
所
づ
く
り
」、
全

国
の
仲
間
と
「
交
流
す
る
機
会
づ
く
り
」
を
し
っ
か
り
学
ん
で
、
大
阪
に

お
け
る
次
世
代
育
成
と
学
校
給
食
を
守
る
運
動
に
活
か
し
ま
す
。

（
大
阪
自
治
労
連
現
業
評
議
会
事
務
局
長　

川
口
浩
之
）

　１月４日の大阪自治労連新春旗びらきで、
坂田委員長は元旦に発生した能登半島地震に
ついて「私たち自治体の仲間も、すでに消防
をはじめ被災地支援に駆けつけています。
1995年１月17日の阪神・淡路大震災では、府
内自治体から何か月にもわたり被災地に職員
派遣など行いました。当時、府内の自治体職
員は13万人でしたが、現在は６万9000人と半

減しており、十分な支援ができません。私た
ちは、災害のときはもちろん、日常的にも、
住民のいのちとくらしを守り、支えられる職
員体制を求めるものです」と、訴えました。
【カンパの振込先】
近畿労働金庫　梅田支店　普通　5036935
名義：大阪自治体労働組合総連合（オオサカ
ジチタイロウドウクミアイソウレンゴウ）

「能登半島地震」に救援・義援金カンパを


